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安土桃山時代1573- 江戸時代1603- 明治時代1868- 大正時代1912- 昭和時代1926- 現在の「蚕都上田」

◎伝統の継承◎
皇居御養蚕所における皇后御親蚕「小石丸種」／上田紬（小岩井紬工
房・まつや染織・藤本つむぎ工房・星野紬工房）／上田電鉄別所線／
上田郷友会／上田東高校（旧小県蚕業学校）三吉米熊記念行事／信
州大学繊維学部（旧上田蚕糸専門学校）・東京農工大学（旧東京高等
蚕糸学校）・京都工芸繊維大学（旧京都高等蚕業学校）による三繊大
学交流／農民美術（山本鼎記念館・長野県農民美術連合会）／新上
田自由大学歴史学教室（猪坂直一命名）／菅平シュナイダー記念ス
キー大会／信州上田フィルムコミッション・うえだ城下町映画祭／蚕
室づくり古民家再生／舞田館／蚕影信仰ほか

◎発展・研究開発◎
信州大学繊維学部（グローバルCOEプログラム「国際ファイバー工学
教育研究拠点」日米欧[英]マンチェスター大、[米]ノースカロライナ州
立大など国際ネットワーク構築・クモ糸遺伝子を蚕のゲノムDNAに
組込む研究・附属農場で桑を栽培など）ほか

◎「近代化遺産」として◎
蚕業史料提供（藤本蚕業歴史館・笠原工業常田館・シナノケンシ絹
糸紡績資料館・信大繊維学部資料館 同図書館・丸子郷土博物館・
飯沼区古文書保管庫・上田市立博物館・上田市立図書館（花月文庫・
藤廬文庫）・塩尻小学校郷土資料館・蚕都上田アーカイブなど）／学
術研究（上田小県近現代史研究会・上田歴史研究会・横浜開港資料
館・日本女子大学文学部・東北大学経済学部ほか団体・個人）／観
光資源としての活用（長野大環境ツーリズム学部・信州上田フィルム
コミッションロケ地観光ガイド）／蚕都上田プロジェクトほか

◎跡地利用◎
果樹園など（桑園）／丸子文化会館・元丸子町役場（旧依田社）／アリ
オ上田（鴨池桑園→旧鐘紡上田工場→日本たばこ）・カネボウベルプ
ラザ（桑園→旧鐘紡丸子工場）／イオン上田店（旧山十組後継昭栄製
糸）／上田西高校・信州ハム（旧県蚕業試験場）／西友上田東店（旧上
田蚕種敷地）／元イトーヨーカドー・旧上田西武（旧上田倉庫）ほか

蚕都上田
年表
昭和初期まで

〜歴史のとびら〜

1918大7

貿易大黒字「生糸を売って軍艦を買った」が
相場は不安定「製糸業は生死業」

上田産蚕種は良質であるのに、産地偽装や
とりきめ逸脱がある　（『原町問屋日記』）

1920大9桑園面積、
長野県全国一　　
上小は県トップ

1925大14『長野県蚕種製造家番付』
　大正十四年度製造額二千枚以上の者
　（東張出横綱）松本市片倉製糸紡績
　（東横綱）　　塩尻村藤本蚕業
　（西横綱）　　上田蚕種
ほか塩尻村30超が番付入

1920大9絹業展覧会（ニューヨーク）へ
製糸優秀技能者３名選抜
　信州依田社 中山　つね(25)
　信州片倉組 吉野喜代野(26)
　京都郡是製糸 中田ゆか子(25)
（現グンゼ株式会社）

1913大2横浜生糸番付
①片倉組②山十③小口④依田社

　昔から女性たちは、養蚕・糸ひき・機織（はたおり）など蚕と絹にまつわる多くの仕事を担ってきました。
「男 耕さざれば天下飢え、女 績（うむ）がざれば天下凍ゆ」という古い言葉があります。男が農耕をし、女が糸
を績（つむ）ぐことの意義を説いたものです。

　江戸時代初め、上田縞・紬はすでに全国的に有名でした。紬などの絹織物は生糸や真綿から作られますが、そ
もそもの原料はすべて蚕の繭です。したがって良い繭にするためには、良質な蚕の卵（蚕種）がとても大事にな
ります。江戸後期、信州上田は、蚕種の一大産地としても有名になっていました。

　幕末から明治の初め、上田小県の生糸や蚕種が横浜から欧州へ輸出されました。かわりに政府は、鉄道や工
業機械などの進んだ技術を輸入しました。新しい技術を取り入れた製糸場ができると、たくさんの若い女性たち
がそこで働きはじめました。生産された生糸は、今度は米国に輸出されました。

　大正から昭和の初め、上田小県の蚕種は日本中に流通し、生糸も好調な輸出を続けていました。この２つの収
入で地域全体が物心ともに豊かになりました。その繁栄ぶりを称して『蚕都』とし、当時の出版社が雑誌のタイ
トルにしています。

　昭和の初め、大恐慌がおこりました。日本の生糸輸出は数年で半減し、元になる蚕種も販売量を減らしてゆき
ます。そして現在、なお往時の面影を街並みにとどめ「蚕都上田」の伝統は継承されているのです。

家業の手仕事　養蚕・糸ひき・機織（はたおり）
養蚕の専門家　1907明40 県内の女子養蚕講習所で指導員を養成
養蚕の手伝い　県外出身者多く上田小県に定住した者もあった
製糸工・教婦　1871明4 県下に先駆け諏訪形村宮下理兵衛、女子７人を

前橋製糸所で研修させる　1872明5 官営富岡製糸場操業開始。
各地から女子15-25（のち30）歳が派遣され技術習得。房山村佐藤
よし・松代 和田英（「六工社」創業に関与）ら教婦を輩出。1日8時
間弱の労働日曜休み。後、製糸場増え、就労者が増加すると労働
環境悪化が社会問題化した

織工　1878明11 「上 田女紅場」、上田縞などの織り手を募集。
AM7-PM5・品行方正な12歳以上。成果主義

蚕種検査員　1908明41 県、母蛾検査女子吏員186人を養成。1日13時
間、顕微鏡を使って微粒子病を予防

雌雄鑑別手　1921大10 松本で養成始まり定着。県外出張あり・高給
優遇・要資格。雌雄の分別は蚕種製造の一工程

職
　
種

1910明43資本家、政府法案へ要望「労働は食事・休憩
込み15時間」1割に満たない男子の労働は女
子よりさらに長い実態も

1919大8依田社工藤善助、第1回国際労働会議（ワシ
ントン）に日本資本家代表として出席、10時
間労働の決議採択。金子行徳も同行

1920大9 上田市の雑誌『蚕糸』、「婦人欄」で全国女子
製糸工の劣悪な環境を嘆き決議に期待感

1922大11 依田社の労働者6000名が東京見物。女性は
揃いの着物で特別列車2夜行1泊4日。10班10
日間の旅立ち

1926大1５ 工藤善助、依田社の10時間労働実施（当時
は12-3時間労働が一般的だった）
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●1885明18山極勝三郎ら在京上小関係者「上田郷友会」 会報発行。現在も継続

●1892明25「小県蚕業学校」開校
　《日本蚕学のパイオニア》初代校長三吉米熊。生徒17府県から

●1910明43「上田蚕糸専門学校」設立
　　　　　《日本初官立蚕糸学校》初代校長針塚長太郎

●1911明44公開講座「依田窪教育会」
●1912明45「丸子農商学校」

●1916大5（-1930）「信州婦人夏期大学」別所村 常楽寺

●1919大8村青年会編集『塩尻時報』以降上小町村続々独自発行
●《全国波及》児童自由画・農民美術運動 神川村 金井正・山越脩蔵

●1919大8『蚕都新報』・1920大9業界紙『蚕糸』月間5000部
●1921大10《全国波及》生涯学習「上田自由大学」

●1874明7《県先駆け》上塩尻村「均業会社」養蚕・蚕種伝習生受け入れ

●1866上塩尻村 清水金左衛門、横浜視察。
　自書『養蚕教弘録』を仏人研究者へ手渡す。
　後翻訳され[仏・伊]で読まれる

●価格良好につき生糸のまま京・上州へ出荷。
　上田産織物は減少

（参考）資料： 上田小県近現代史研究会「蚕都上田ものがたり」「蚕都上田を築き支えた人々」ほか・上田市立博物館「上田
紬」「養蚕・製糸」・阿部勇ほか編「蚕都信州上田の近代」・田中茂男「蚕と蚕飼外史」・長谷部弘「市場経済と共同性」研究・
酒井昭水「絹糸紡績資料館物語/続」・上田東高校110周年記念事業特別展「蚕都上田と三吉米熊」・信州大学繊維学部「創
立100周年記念誌」・「上田市誌」「丸子町誌」「真田町誌」「菅平高原誌」「東部町誌」[長門町誌」「和田村村誌」「青木村誌」「上
田小県誌」「長野県史」・雑誌「蚕糸」・亀井高孝ほか編「世界史年表・地図」ほか　講座： 西部公民館地域学習講座「蚕都
うえだ物語Ⅱ」・上田自由塾「2011上田おもしろ近現代史講座」・「日本シルクロード学びあい講座２・蚕都上田編」　
協力： 佐藤勇二さん（藤本蚕業歴史館）・田中和夫さん・渡辺道成さん・小林武彦さん・鹿教湯温泉斎藤ホテル・小山
市立博物館・上田市立図書館・上田観光ボランティアガイドの会・富岡製糸場（富岡市役所）　HP・その他： 「蚕都上
田放送局」・「信州デジくら」・上田市立丸子郷土博物館HP・「上田市文化財マップ」・文化庁「国指定文化財等データベー
ス」・経産省「近代化産業遺産の普及・啓発」・群馬県生涯学習センター「関東絹の道」・上田市役所「別所線にのろう!」・
しなの鉄道株式会社HP・「kigokochi」・「YES UEDA ロケ地ガイド」・「真田坂」

北東線公園前駅

丸子鉄道の大石橋（旧橋）で
使われていたトラス橋を復元
したりんどう橋（ドイツ製） 1894 上田倉庫

（現飯島商店）

●輸出で生糸など原材料費急騰。以降、ブランド維持するも上田縞・紬減産

●1891明24全国台紙販売300万枚うち長瀬村153万枚余●長瀬村で蚕卵台紙の製造始まる

●1604 幕府糸割符制開始
いとわっぷ

●上田城築城
●1685 生糸輸入統制 ●[英]「産業革命」進む ●1825[英]ストックトン・ダーリントン間鉄道開通

●1859 横浜開港

●1853 ペリー来航 ●1869 明2スエズ運河開通 ●1894明27-95明28日清戦争

1896明29

1920大9

●1904明37-05明38日露戦争 ●1914大3-1918大7
　［欧］第一次世界大戦
　［日・米］大戦景気

●1884明17-1886明19松方デフレにより
　生糸輸出大きく低迷

■1882明15-1893明26「道路県令」七道開削事業
●1858 日米修好通商条約　大老井伊直弼・上田藩主老中松平忠固ら強行

●明治維新

●1914大3片倉組松本製糸場今井五介、繭買上前提に一代交雑種無料配布

●1929 昭4世界恐慌●1923大12関東大震災
●1927 昭2金融恐慌

●1930昭5昭和恐慌
●1872明５仏式官営模範器械製糸場「富岡製糸場」設立

●[仏・伊]蚕に「微粒子病」蔓延。

●蚕種商、出荷先を横浜へ。信州産8-9割「青白種」

●1921大10塩尻村、冷涼地長野の蚕種人工ふ化成功。以後製造始める
●一代交雑種製造一般化。房総や屋久島・八丈島でも生産

●1925大14北塩尻冷蔵庫運営開始

●幕府崩壊。蚕種粗製乱造され欧州で信用失墜
●1868明1藤本縄葛（つなね）ら蚕種家56名、品質管理団体結成（後「均業会社」）、高値取引「拝見なし」

●

●1930昭5菅平PR。（スキー）シュナイダー招待成功し映像を記録
●塩尻村馬場直次郎ら映画撮影に協力（『絹代物語』など）
　（県下初のハーモニカ楽団も）

●1929昭4別所温泉の旅館、全て内湯に

●1871明4[仏]パスツール、微粒子病解明。以降蚕種輸出減少
●1873明6「蚕種大惣代」藤本縄葛ほか上小蚕種人2745人超、地域全体が潤う

●1875明8蚕種家組合「信州蚕種千隈会社」結成。社長佐藤八郎右衛門。国内販売・健全志向

●1909明42

●1874明7蚕種価格大暴落。供給調整として横浜で蚕種大量焼却 ●1898明31塩尻村 馬場歳次、上田町長就任
●1897明30塩尻村 佐藤八郎右衛門、初代長野市長就任

●1878明11上塩尻村「均業会社」も以後国内向けに専念

●1870明3輸出蚕種140万枚、うち上田領分62万弱見込む

明10 明20 明30 明40

●1879明12長岡万平・田中忠七、柳町に「拡栄社」仕上げのみ器械化の揚返場
●1873明6上田 長岡万平、飯沼 吉池定之助、それぞれ政府主導の生糸改会社社長就任。戸別買付人2334人、県下一

あらため

●1878明11上小生糸横浜出荷高、県の51%

国内蚕種不足・旧式の製糸技術・重量水増し

●1877明10第十九国立銀行（上田町）佐久豪農商・黒沢鷹次郎らの出資

第十九国立銀行、第六十三国立銀行は
1931昭6合併し八十二銀行となる

●1878明11第六十三国立銀行（松代）二代目吉池文之助が初代頭取

●1894明27《商用全国初・繭の乾燥保管》上田倉庫

●1880明13塩尻銀行・1881明14上田銀行・1882明15依田銀行など

●1893明26上田町本籍約15千人に加え
　　　　　寄留の住民登録7千人を超える

●1885明18《県唯一の蚕糸商況情報源》『銀行通信録』上田通信
●1884明17《全国一》金融機関総数、銀行8・類似会社83

●1885明18上小生糸生産高、県の14%に縮小
　諏訪地域などへの繭出荷に傾く

●1884明17「原紙有毒事件」三吉米熊、無害を立証

●1888明21中塩田村、農家蚕糸業組合「有誠社」結成。揚返場運営・直接横浜出荷
●1889明22長岡万平、柳町に器械製糸場「信陽館」

●1889明22下村亀三郎、丸子に器械製糸組合「依田社」設立

●1874明7（松代）六工社、「富岡」式の製糸場
●1878明11（岡谷）川岸村 片倉兼太郎・平野村 初代笠原房吉、器械製糸場

●1870明3前橋藩、洋式器械の「前橋製糸所」設立

●1916大5「常田館製糸場」上田町で発展
　従業員1032人、釜数904は町全体の約70％

●1918大7工藤善助・金子行徳、信濃絹糸創業。依田社副蚕糸を原料の紡績業

●1912大1下村亀三郎、初代丸子町長就任

●1933昭８
　　国際連盟脱退

●1913大2蚕業界の実力者工藤善助
　依田社二代目社長就任し業務拡充

発起人：中島精一・佐藤尾之七・倉沢運平・工藤善助・笠原善吉・依田社・小口組・常田館など
一代交雑種・冷蔵種・人工ふ化種　資本金25万敷地14千坪　生産高20万枚

●1917大6「上田蚕種株式会社」設立《日本最大規模》

●1921大10依田社、海外向け着色PR映画制作
●1926昭1丸子町人口、明治元年の5.4倍に。男女比1：２

●上田市街地、
約60種848店舗の
にぎわい

●1919大8製糸工場上田地域に広がる
　川辺千曲館・浦里川西社・北信館など21社

●1919大8上田市制実現。国庫補助を獲得し水道事業着工

●1655依田河原に大規模な桑園開墾（現カネボウベルプラザ付近）

●このころ結城藩、信州上田織工を招き紬の染色機織り技術を復興したという

●1688井原西鶴『日本永代蔵』に丈夫な上田縞の羽織登場
●1732『万金産業袋』上田縞として関東の亜流をあげ、品質劣ると指摘

●京都大丸の手代、上田紬買付のため毎年来訪

●国内産生糸の需要高まる

●飯沼村から
　上州へ生糸
　大型取引活発、
　吉池文之助ら
　6000両・1878両・
　3358両など

●1865蚕種輸出解禁
●1706『宝永差出帳』上田藩領内村数80余中、養蚕66・桑栽培74

●1742千曲川の大洪水で沿岸蚕種製造壊滅（戌の満水）

●1814上田城の南、鴨池などを桑畑化（現アリオ上田付近）

●1809上塩尻村藤本昌信
　前橋より繰糸（糸ひき）技術導入

●1742関東信濃で大洪水

●1664記録初見「御上ヶ嶋（上田縞）」22反を藩買上げ（『原町問屋日記』）
●上田藩、地場産業育成。絹織物などを奨励したとされる

●1684越後国高田へ紬縞の見本62種送る（藩主高田滞在中）

●1757上塩尻村塚田与右衛門、行商用養蚕手引書『新撰養蚕秘書』挿絵入

●上田は「信州の横浜」生糸輸出続く。上田小県、南北信も含めた生糸の集散地となり、生糸商・蚕種商増加。横浜売込商との交流活発

●1789依田川沿い14 ヶ村273軒で「紙漉き仲間定書」
　長瀬村80軒・立岩60・南方22・古町22など

●奥筋（北信濃）の絹紬
　「上田産」扱で京へ出荷

●1797上塩尻村ほか信州蚕種仲間「神明講」設立。遵法・品質価格維持・相互扶助

●1832上塩尻村藤本家の蚕種取扱、信州産が奥州産を上回る

●蚕種輸出ブームにより生産数増加

●上塩尻村藤本善右衛門が蚕種製造販売を始める

●1833日本初「蚕種商人制度書」制定
　上田藩「信州上田産」ブランド化取組みで鑑札発行

●機械漉台紙出回り、
　長瀬村台紙衰退

東筑摩郡農家ほか上田蚕糸・小県蚕業も。以降急速に普及

●1859生糸輸出解禁
　日本初の生糸輸出
　上田藩ー原町生糸商伊藤林之助ー横浜生糸売込商中居重兵衛

●1900明33笠原善吉（二代目房吉）ら「常田館製糸場」設立
　常田 小宮山茂右衛門が用地提供。諏訪笠原組、上田に進出

●日本産生糸質低下問題

●1827上塩尻村藤本保右「青白種」開発
　　　　（虫質強健）

● 伊勢山村小田中源右衛門「小石丸種」開発
　　（虫質強健・細糸・白繭のロングセラー種）

●結城蚕種優勢

●1773幕府、奥州信達へ「奥州本場」銘の鑑札発行

●結城蚕種衰退、奥州信達台頭
■1888明21信越線直江津-軽井沢間開通

■1893明26信越線全通
■1905明38中央線岡谷駅開業

■1902明35篠ノ井線全通

大10

松尾町・天神町の誕生上田駅開業

大屋駅開業

丸子町駅開業

北塩尻駅開業

●「蚕種王国塩尻村」の隆盛

1929上田蚕糸専門学校講堂
（現信州大学繊維学部講堂）

1917上田蚕種株式会社事務棟

1918依水館
外国人向け依田社迎賓館

1905常田館繭倉
（木造５階建）

海野宿

三吉米熊胸像
（上田城跡公園内）

　「蚕都上田プロジェクト」では、かつて「蚕
都」と呼ばれ蚕糸業で栄えた上田の歴史・文
化を広く発信していく活動を進めています。
上田ではこうした郷土史の研究・学習が盛
んな一方で、「歴史って難しそう」と尻込みし
ている方もおられるようです。
　そんな方々に向けて、歴史を学ぶ楽しさを
知っていただく

“

はじめの一歩” として、
「蚕都」の歴史・文化に関わる人々や出来事
の「物語」「年表」をご用意しました。様々な
「ものがたり」を紡ぎだす歴史をあなたも発
見してみませんか？

ホームページではさらに詳しく紹介しています。
URL  http://www.santo-ueda.jp/

私たちと一緒に「蚕都上田ものがたり」を
発掘・発信してくれる仲間も募集中。
興味をお持ちの方は、下記の「蚕都上田プ
ロジェクト」までご連絡ください。

蚕都上田プロジェクト
市民・団体・大学・行政・企業・学校などが
連携して「蚕都上田まちづくり・人づくり」を
進める参加型プロジェクトです。

制作・発行
発行日／平成24年３月30日　初版

（代表世話人　三田育雄）

事務局／〒386-1298　長野県上田市下之郷658-1　長野大学内
連絡先／電話&FAX： 0268-39-0187（前川道博研究室）
　　　　メール： archive.santo@gmail.com　URL： http://www.santo-ueda.jp/

●今回ご紹介した６つの物語の関連資料、
　画像、映像などの情報も掲載！
●インターネット版『蚕都上田ものがたり』
　だけに掲載されている物語もあります！
●新しい物語を随時更新予定です！

＊この冊子は平成23年度長野県地域発元気づくり支援事業により作成しました。

蚕種・養蚕

上田縞・紬

生糸・製糸

（茨城県・栃木県） （福島県）

トピックス

蚕都を紡いだ女性たち
つむ

上田小県鉄道網1930昭5

トピックス

蚕都がもたらした交通の広がり

上田小県交通網1900明33

1888明21上田駅 田中駅 滋野駅

1893明26
碓氷峠開通

1916大５丸子鉄道㈱
　　依田社の下村亀三郎・
　　工藤善助らの尽力に
　　より設立
1920大9上田温泉軌道㈱
　　社長小島大治郎

1918大7開業

丸子鉄道㈱上田温泉電軌㈱田沢温泉
沓掛温泉

別所温泉

1920大9北塩尻駅
（現：西上田駅）

1921大10青木線開業 1924大13
　　千曲川
　　橋梁開通

1925大14開通

1928昭3開通

菅平高原

天神町、松尾町

1926大1５
依田窪線開業

三好町

下之郷

西丸子
別所温泉

上田東

丸子町

伊勢山

本原

真田

傍陽

上田原青木

1921大10
川西線開業

1896明29大屋駅
全国初の地域
請願による開業 1872明5

新橋-横浜

せい はく しゅ

こ　いし まる

至直江津

至
松
本 江戸時代の道

至長野

第二路線（七道の一つ）
小県郡上田町-東筑摩郡松本町
工期1888明21-1890明23

第一路線
群馬坂本ー軽井沢駅

完成1884明17
和田嶺

和田村-下諏訪町
工期1893明26-1895明28

至松代

至須坂

至前橋

至諏訪・伊那

至横浜

「糸の町丸子」の隆盛

『養蚕教弘録』

●1928昭3信濃銀行（上田町）第十九銀行に次ぐ資本金。金融再編により設立

●松坂屋・三越・高島屋、上田での
　　　　　　出張販売好調。通販も

1922大11 依田社の労働者6000名が東京見物。
　　　　女性は揃いの着物

日本の
生糸輸出量
世界の７割

日本の生糸輸出量
世界首位

●繭・生糸価格暴落
その後、製糸業が蚕種業を吸収。
戦後、国内蚕糸業は、合成繊維の
普及・国際価格競争などにより
衰退する

蚕都上田
城下町から商業都市へ

1888明21

学都上田

商都上田

小石丸
種など器械向き蚕種普及

器械製糸の導入

品質統制と製糸の部分器械化

青白種
による蚕種輸出ブーム

器械専用一代交雑種へ移行

観光開発

1927昭2
北東線開業

中山道

保福寺道

上州街道

祢津道

保福寺峠

青木峠

和田峠
大門峠

笠取峠

地蔵峠 鳥居峠

碓氷峠

長窪

腰越

浦野 中之条

和田

上田

小諸

海野

鼠
坂城

田中

千曲川
♨沓掛

♨田沢♨田沢炭坑

♨大塩

♨別所

♨鹿教湯♨鹿教湯
♨霊泉寺

♨角間

武石峠

三才山峠三才山峠

明治時代に整備された馬車道
明治時代に架けられた主な橋

眼鏡橋 眼鏡橋の様子上田橋
大石橋

岩鼻北国街道
上田上田

大屋大屋
田中田中

小諸小諸

上田橋と右下に上田駅

大笹街道

●1604　発生、設立年
●国内～　発生時期
[英]　国名略称

例）

ただかた

軽井沢軽井沢

たねや（蚕種屋）儲かりすぎ、代金重く碓氷峠
越えが辛かったという  （当時の蚕種人の話）


